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『いつしょだよ どこにいくにも ぼうはんベル!!』
平成18年度安全・安心まちづくり「標語」コンクール優秀賞作品(小学生の部)
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松沢知事 (中央)と安全`安心まちづくり功労者表彰及び

奨励賞の受賞者の皆さん(詳細2面)

神奈川県柔道連盟事務局長 伊 藤吉治氏による

護身術講座 吊いで護る自分の身」

さわやか福祉財団理事長・弁護士

堀田力氏による

講演 「さわやか防ぢロボランティア」

大会宣言を行う参加者及び主催者
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長年にわたり、安全・安心まちづくりの活動に尽力し、特に顕著な功績があつた方 (団体)です。

安全。安心まちづくりのモデルとなるような実践的な活動を行つていて、地域社会への貢献度が高い団体です。

市内14地 区にある「安心安全なまち会議」が相互に連携し(情報交換することを

目的に発疋。「防犯モデル地区」を指定し着板を設置したほか、民FEE防犯監視所の
設置など、地域防犯活動の活性化を図つているよ||              |

主婦を中心とした団体で(自治会などが主催する防犯教室では、「振り込め詐欺J

防止などの実地罰1練に参加古地域の防犯活動だけでなく、警察や防犯協会と連携し

た広域的な活動も展開している。

防犯パトロールや子どもの登下校時の見守り活動、清掃活動など、幅広い活動を

している。活動を通じ、町には防犯灯が増え、防災無線で子どもの見守りを促す放送

が流されるようになるなど、地域の防犯活動め活性化にも大きく貢献している。

平成15年から拍子本をたたきながらのブや卜El‐ルを開始し、侵入盗(忍び込み、

空き巣)が激減。総合的な活動|を推進するためF白野も地域安全 安心まちづくり連

絡協議会」を設立するなど(夕静唄ことらわれない新たな活動を農関している。

‐職業人としての傍ら、警察や防犯協会と連携しt防犯キヤンペーンを実施、「フアク

スネット」を構築して地域安全情報等を自治会等に発信している。また、少年野球大

会などの地域の催しを通じ、子どもの健全裔成や見守り活動にも貢献している。|
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神奈川県内に 燃溜

おける刑法犯

認畑件数等の

推移
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董重認知件数 123′328 134′613 143′134 169′968 1ア9′692 190,173 186′290 183′148 142′920 122′ア03

器主検挙件数 62′570 68′758 70′269 41′611 37′531 36′537 40′019 46′458 4ア′286 47′342

を錨整検挙人員 26′869 25′664 24′102 22′ア37 22′411 23′928 26′576 28,817 30′365 31′44ア

屯卜検挙率協) 507 491 245 20.9 192 2 1 5 254 386

昨年の神奈川県内の刑法犯認知件数(届出等により磐察が認知した件数)は約12万 3干件で、一昨年より

約2万件減少しました。また、検挙率についても55ポイント改善しました。
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詳しくは、県安全・安心まちづくり推進課調整班

TEL 045口210口350/ま で
※登録は随時受け付けております。

※事故が発生し、活動者が負傷した場合などは速やかに県安全・

安心まちづくり推進課にご連絡ください。
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争年1こ入うでひうたく1鏡題穀発を強薫元

|‐‐    い
事故給付金制度とは? 既登録団体の皆様ヘ

穀 づく,国☆尊謡韓憲

○約95%が 女性

○約530/9が50歳 以上の方

○約510/0が午後6時から午後11時 までに発生

○約980/0が防ぢ巳対策をとってしヽなかった

(平成19年 1月中)
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・ひつたくりの被書に
・`

遷つたほとんどの方は、

「まさが自分が"・」

と振り返つています。



ボ緞微か詩話ぷぺじ 盤
フ歳ヂ雌素話のもケ総
麟けにてらりつベヨム譴藷ゼ諫ビごと
港南台地域防犯を考える会
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港南台は百貨店やスーパーが立ち並ぶ』R根岸線「港南台駅」前を中心に広がる緑が多い閑静な住宅街です。

平成]4年2月、「港南台地区センター」において防犯講演会が開かれました。その講演を聞いた有志が「自分たちでできることを具体化

しよう」と、自治会 田丁内会の枠を超えて結成したのが「港南台地域防犯を考える会」(以下「考える会」)です。

「考える会」で|よ年度初めの総会で活動方針等を承認し、毎月の役員会で会の運営や磐察 行政の情報、地元町内の被害情報などにつしヽ

て幅広く意見交換、情報交換、検討を行つています。役員会終了後に|よ、犯罪者|よされしヽな町で|よ心理的に犯罪を起こしにくいということで、

港南台駅前の清掃を行つています。

「考える会」で|よ年に]～2回、防犯講演会を実施してきました。ポスターの作成、チラシの配布、地元タ

ウン誌への掲載などを行つたこともあって、地元港南台だけで|よなく、隣接の機子区、金沢区、栄区等か

らも大勢の方々が参加してしヽます。

しかし、講演会に足を運ばれる方は年配の方が多く、防犯活動への参加者|よ固定しがちでした。もつ

と幅広しヽ年代、もっと多くの方に関心を持つていただくためにできること|よないかということで始めた

のが、今年度で3回目になる街頭イベント「防犯パネル グッズ展」の開催です。

港南参察署や防犯協会、防犯機器関連事業者、関東学院大学の学生等の協力を得て、』R港南台駅前

で防犯に関するカラーパネルの展示や防犯グッズの展示 実漠を行い、好評を得ました。

この街頭イベントにも多くの方が参加

されましたが、港南台の金住民からすると

まだまだこく一部です。地域の安全を守

るためには地域全体の防犯意識の向上が

欠かせません。そこで、「考える会Jで|よ、

人が来るのを待つだけではなく、こちらか

ら防犯青報を出前しようとしヽうことで、「玄

関灯夜通し点灯Jを呼びかける防犯対策

チラシを作成し、昨年度|よ港南台地区の
一戸建て住宅に、今年度は集合住宅にも

範囲を広げ、約]万枚を配布しました。

小学校現場は、防犯はもとより、いじめ、ゆとり教育の見直し等、様々な課題を抱え

ています。そうした中、小学校から依頼があるのを待つので|よなく、できることを自分

たちから発信しようということで、積極的に小学校に働きかけるとともに、一方で地域

の自治会、老人会、有志に呼びかけて登下校時の安全パトロールを実施しています。

高齢化という問題も抱え、ボランティア活動の活性化に頭を痛めています。

しかし、何もしないで被書に遵って後悔するよりも「地域の目」を輝か

せ、
“
狙しヽにくしヽ街作ず に今後とも努力していきたしヽと考えています。

「考える会」で1よ独自に、樹月旨製

で雨風にも劣化しなしヽ「防犯監視」

板を作成しています。

この監視板|よ掲示しているだけ

で 「防犯意識の高い地区」だと周

囲にアピールすることができるので、

町内挙げて掲示することにより、外

に向けてはより高しヽ防犯効果を上

|プると同時に内に向|サて|よ防犯に対する連帯感の向上も狙えます。

そこで、廉価でお分|ナするなど、自治会単位で、あるい|よ隣近所

でまとめて掲示することの普及に努めています。

「考える会」は様々な切り回から精力的に防犯意識の向上に取り組んでいます。しかし、活動資金は会員の僅かな会費と、港南区から
の補助金が主で、資金難が実情です。また、活動には、大勢の人手と時間が必要ですが、人手不足と


